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1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 219,459 0.5 25,282 12.6 24,895 13.8 19,199 13.1

2019年3月期第3四半期 218,271 △5.7 22,459 3.4 21,877 5.9 16,976 14.7

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　16,760百万円 （13.9％） 2019年3月期第3四半期　　14,716百万円 （△23.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 78.76 ―

2019年3月期第3四半期 68.92 67.56

(注)2020年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 346,344 212,424 61.3

2019年3月期 357,530 211,594 59.2

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 212,424百万円 2019年3月期 211,594百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 20.00 ― 25.00 45.00

2020年3月期 ― 22.50 ―

2020年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)2020年３月期の配当予想額は未定であります。

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 310,000 4.0 31,500 4.1 31,000 3.7 22,500 1.6 92.41

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） ― 、 除外 ― 社 （社名） ―

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.７「会計方針の変更」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 259,020,914 株 2019年3月期 259,020,914 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 16,451,891 株 2019年3月期 12,699,990 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 243,766,309 株 2019年3月期3Q 246,323,502 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.２「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

2.決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。



カシオ計算機(株) (6952) 2020年３月期 第３四半期決算短信

－1－

○添付資料の目次

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………… 2

(1) 経営成績に関する説明 ………………………………………………………… 2

(2) 財政状態に関する説明 ………………………………………………………… 2

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………… 3

(1) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………… 3

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………… 5

(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………… 7

（会計方針の変更） ……………………………………………………………… 7

（セグメント情報） ……………………………………………………………… 8

　

決算短信（宝印刷） 2020年01月28日 21時50分 1ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



カシオ計算機(株) (6952) 2020年３月期 第３四半期決算短信

－2－

１．当四半期決算に関する定性的情報
(1) 経営成績に関する説明

当第３四半期における内外経済は、日本では消費増税影響による個人消費の低迷により先行き不

透明感が高まりました。海外でも、米中貿易摩擦の影響、中東情勢の地政学リスクへの懸念等によ

り、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

この環境下、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比０．５％増の２，１９４億円と

なりました。セグメント別内訳は、コンシューマが１，９２４億円、システムが２２７億円、その

他が４１億円となりました。

時計は「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」のフルメタル『ＧＭＷ－Ｂ５０００』の好調に加え、２００ドル台の

Ｇメタル新製品『ＧＭ－５６００』などのラインアップ拡大により、グローバルで「Ｇ－ＳＨＯＣ

Ｋ」のメタルが好調に推移しました。また、中国ではＥコマースの独身の日セールが非常に好調

で、「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」が大幅に拡大しました。また、新製品の超薄型モデル「ＯＣＥＡＮＵＳ」

の『ＯＣＷ－Ｓ５０００Ｄ』や「ＥＤＩＦＩＣＥ」の『ＥＱＢ－１０００』など独自の差別化を図

った製品が好調に推移しました。楽器はＳｌｉｍ＆Ｓｍａｒｔモデルの好調により大幅な増収とな

りました。システムはプロジェクターが市場環境激化、教育ソリューション（ＥＳ）シリーズの浸

透遅れにより減収となりました。

損益につきましては、営業利益はコンシューマが３２５億円、システムが△１６億円、その他が

１億円、調整額が△５７億円で前年同期比１２．６％増の２５２億円となりました。

時計は「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」の好調により、高収益性を維持、楽器はＳｌｉｍ＆Ｓｍａｒｔモデル

の拡大により収益体質が改善、システムは主にプロジェクターが赤字となりました。

また、経常利益は２４８億円（対前年同期比１３．８％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は１９１億円（対前年同期比１３．１％増）、１株当たり四半期純利益（ＥＰＳ）は７８円７６

銭と改善しました。

(2) 財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少などにより、前連結会計年

度末比１１１億円減少の３，４６３億円となりました。純資産は、前連結会計年度末比８億円増加

の２，１２４億円となりました。その結果、自己資本比率は前連結会計年度末比２．１ポイント増

の６１．３％に改善されました。

　当グループは今後も引き続き事業資産の効率的運営の徹底を図り、安定的かつ強靭な財務体質の

構築に取り組みます。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点での２０２０年３月期の連結業績予想につきましては、前回予想（２０１９年１１月７日

公表）に対して変更はありません。

当グループは今後も全世界で通用する独自技術を生かした新製品の積極的な世界展開により、長

期的視点に立った収益力強化、経営・財務体質強化に取り組みます。

（注）業績見通しについて

①為替水準は１ＵＳ＄＝１０８円、１ユーロ＝１１８円を想定しております。

②業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。実際の業績に影響を与える要素としては、当グループの事業をとりま

く経済情勢、対ドルをはじめとする主要為替相場の変動、製品販売価格の大幅な変動な

どが考えられますが、これらに限られるものではありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記
(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,714 86,630

受取手形及び売掛金 44,141 34,632

有価証券 50,000 48,000

製品 39,061 36,678

仕掛品 5,836 6,297

原材料及び貯蔵品 9,377 10,529

その他 17,043 6,506

貸倒引当金 △556 △534

流動資産合計 238,616 228,738

固定資産

有形固定資産

土地 33,564 33,562

その他（純額） 23,241 26,400

有形固定資産合計 56,805 59,962

無形固定資産 8,978 8,912

投資その他の資産

投資有価証券 30,630 27,292

退職給付に係る資産 11,414 12,022

その他 11,153 9,483

貸倒引当金 △66 △65

投資その他の資産合計 53,131 48,732

固定資産合計 118,914 117,606

資産合計 357,530 346,344
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,522 24,760

短期借入金 232 180

1年内償還予定の新株予約権付社債 10,003 ―

未払法人税等 3,584 3,376

製品保証引当金 781 774

事業構造改善引当金 212 208

その他 39,429 35,200

流動負債合計 82,763 64,498

固定負債

長期借入金 58,988 62,931

事業構造改善引当金 1,020 1,020

退職給付に係る負債 578 569

その他 2,587 4,902

固定負債合計 63,173 69,422

負債合計 145,936 133,920

純資産の部

株主資本

資本金 48,592 48,592

資本剰余金 65,058 65,042

利益剰余金 111,757 119,958

自己株式 △19,956 △24,872

株主資本合計 205,451 208,720

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,246 7,140

為替換算調整勘定 △4,178 △5,242

退職給付に係る調整累計額 2,075 1,806

その他の包括利益累計額合計 6,143 3,704

純資産合計 211,594 212,424

負債純資産合計 357,530 346,344
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 218,271 219,459

売上原価 121,587 123,375

売上総利益 96,684 96,084

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 25,344 24,292

その他 48,881 46,510

販売費及び一般管理費合計 74,225 70,802

営業利益 22,459 25,282

営業外収益

受取利息 454 564

その他 515 363

営業外収益合計 969 927

営業外費用

為替差損 1,036 763

その他 515 551

営業外費用合計 1,551 1,314

経常利益 21,877 24,895

特別利益

固定資産売却益 5 12

投資有価証券売却益 289 2,993

補助金収入 50 ―

特別利益合計 344 3,005

特別損失

固定資産除却損 60 70

競争法関連損失 ― 505

役員特別功労金 ― 200

特別損失合計 60 775

税金等調整前四半期純利益 22,161 27,125

法人税等 5,185 7,926

四半期純利益 16,976 19,199

親会社株主に帰属する四半期純利益 16,976 19,199
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 16,976 19,199

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,943 △1,106

為替換算調整勘定 △522 △1,064

退職給付に係る調整額 205 △269

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 △2,260 △2,439

四半期包括利益 14,716 16,760

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,716 16,760

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2019年６月３日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この結果、当第３四半

期連結累計期間において自己株式が5,000百万円増加しております。

（会計方針の変更）

（IFRS第16号「リース」の適用）

国際財務報告基準を適用している子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リー

ス」(以下「IFRS第16号」という。)を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリー

スを貸借対照表に資産及び負債として計上することとしました。 IFRS第16号の適用については、経過的な取扱い

に従っており、会計方針の変更による累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に計上しており

ます。なお、利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微であります。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の「有形固定資産」が3,847百万円増加し、流動負債の「その他」が

1,447百万円及び固定負債の「その他」が2,487百万円増加しております。当第３四半期連結累計期間の損益に与え

る影響は軽微であります。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 187,824 25,052 5,395 218,271 ― 218,271

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

4 88 4,783 4,875 △4,875 ―

計 187,828 25,140 10,178 223,146 △4,875 218,271

セグメント利益
又は損失（△）

28,658 △821 301 28,138 △5,679 22,459

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△5,679百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△5,679百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 192,497 22,786 4,176 219,459 ― 219,459

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

0 31 5,948 5,979 △5,979 ―

計 192,497 22,817 10,124 225,438 △5,979 219,459

セグメント利益
又は損失（△）

32,500 △1,699 196 30,997 △5,715 25,282

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△5,715百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△5,715百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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